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研究の背景及び目的

中鎖脂肪酸の効果と遺伝子発現パターンの同定
CREBH欠損が中鎖脂肪酸の効果に与える影響
中鎖脂肪酸の効果に対するFGF21の寄与

期待される効果・応用分野

・中鎖脂肪酸は肥満・脂肪肝の発症を予防した。
・中鎖脂肪酸は転写因子CREBHの標的遺伝子を増加させた。
・中鎖脂肪酸による標的遺伝子の発現増加をキャンセルした。
・中鎖脂肪酸による肝臓中性脂肪の減少効果が消失した。

■ 共同研究・特許など
腸管CREBHが中鎖脂肪酸の取り込みに与える影響の検討
栄養欠乏・栄養吸収障害モデルマウスに対する治療効果の検討
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